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赤　 井 　川 むらバス
だ よ り

　８月５日に開催しました赤井川村公共交通ワークショップにおいて、「フリー乗降区間の乗り方に不安
がある」という声がありましたので、今月号ではフリー乗降区間の乗車方法と降車方法を写真つきでご案
内します。あわせて、むらバスの運転手からのアドバイスもお知らせします。
　フリー乗降区間は下の図のとおりです（赤線の区間です）。

バス停「生活館前」の写真です。
赤井川村～余市町方面へはここがフリー乗降
区間の終点となり、余市町～赤井川村方面へ
はここがフリー乗降区間の始点となります。

バス停「常盤」の写真です。
赤井川村～余市町方面へはここがフリー乗降
区間の始点となり、余市町～赤井川村方面へ
はここがフリー乗降区間の終点となります。
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②完全に停車して、ドアが開いたらご乗車くだ
　さい。
　むらバスは、乗車口と降車口が同じドアで
すので、乗車・降車する際はご注意ください。

④着席
　運転手は着席を確認してから発車しますので、
焦らずに着席してください。

③運転手に行き先を伝えて、運賃をお支払い
　ください。
　運賃は下記の通りです。お支払いは現金の
みです。

①バスが見えたら手を挙げてください。
　写真では垂直に手を挙げていますが、道路
に対して水平に手を上げる・体に隠れない方の
手を上げると運転手からは見えやすいとのこと
です。
　ただし、手を挙げる際は交通事故に遭う危
険性もあるため、道路に出ないようお願いい
たします。

≪降車について：むらバス運転手より≫
　停車場所が近くなったら、座席の上にある「停
車ボタン」を押しても停車します。
　バス停とバス停の間でも停車しますので、
遠慮なく降車場所を伝えてください。

【フリー乗降区間での乗り方】

一般 高校生以下
赤井川村⇔余市町 ３００円 ２００円
赤井川村内 １００円 １００円
余市町内 ２００円 ２００円

※未就学児は無料です。
※現金以外はご利用いただけません。
　ご了承ください。

むらバスだより

　むらバスは今年の４月１日より運行を開始し、約半年が過ぎました。この半年の間に、たくさんの方
にご乗車いただきました。ご利用ありがとうございます。
　今後も広報あかいがわや村のホームページにおいて「むらバス」についての情報を発信します。

　むらバスに関するお問い合わせ等は、下記までお願いします。
○役場総務課総務係　℡３４－６２１１
○運行受託事業者　(有)赤井川ハイヤー　℡３４－６２５９
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「カルデラの森」森林環境保全整備活動
2022.8.27　冷水峠展望所

　石狩森林管理署との協定に基づく、冷水峠展望所の森林整備を
８月27日（土）に開催し、25名の参加をいただいてカラマツの枝打ち、
雑木の伐採を行いました。
　当日は曇りで気温もそれほど高い日ではありませんでしたが、整
備範囲が拡大されていることで移動範囲が広がっていたり、雑木も
成長していて伐採にかなりの時間と体力を必要とするなど、皆さん
汗だくで作業していただきました。ありがとうございました。
　整備範囲も広がっており、環境保全活動の内容を検討しながら、
来年度以降も地域ぐるみの活動として継続していきますので、皆さ
んのご参加をお待ちしています。

就学児童検診（知能検査、ことばの検査）
2022.8.24　健康支援センター

　まず初めに、知能検査を行いました。検査中は静かに先生のお
話を聞くことができ、とても立派でした。保護者の皆様には、言葉
の検査の説明や来年度入学にあたっての連絡事項についてお伝え
しました。最後に言葉の検査を実施してこの日の全日程が終了とな
りました。この後、10月に内科検診、視覚・聴覚検診を実施する
予定です。
　来年度皆さんが元気に小学校へ登校する姿を楽しみにしていま
す。

放課後子ども教室イベント「むらバスをデザインしよう」
2022.8.9　村体育館

　放課後子ども教室にて、イベント「むらバスをデザインしよう」を
実施しました。子どもたちは、オリジナルのイラストやカラーでむら
バスをデザインしました。子どもたちがデザインしたイラストはむら
バス内に掲示されていますので、むらバスをご利用する際には、ぜ
ひご覧になってください。



5 広報あかいがわ　2022.10.1

赤小１日防災学校
2022.8.30　赤井川小学校

　午前中は地震を想定した避難訓練を実施し、１年生から６年生
まで全員が素早く避難する姿が見られました。その後、１・２年生
は防災カルタを使いながら楽しく防災について学び、５・６年生は
大雨による災害と避難について講話を受けました。普段聞くことの
ない災害の話について、児童は真剣に耳を傾けながら話を聞いてい
ました。３・４年生は体育館で段ボールベッドの組み立てを体験し
ました。床と比べて、暖さや柔らかさ、高さを確保することで、安
心して寝ることができるなど、様 な々メリットを体感することができ
ました。
　すべての子どもたちが防災について学ぶことができ、充実した１
日防災学校になりました。

巡回小劇場
2022.9.5　赤井川中学校

　今年は、東京サロンシンフォニーオーケストラキャラバン隊の方々
にクラシック音楽を演奏していただきました。
　初めに、楽器の解説と楽器の特徴に合わせたワンフレーズ演奏
を聞きました。次に、演奏体験、指揮者体験を行いました。子供
たちは実際にバイオリンやチェロを演奏したり、本物の指揮者に
なったような経験ができました。
　後半はクラシックコンサートです。子どもたちもリズムにのって楽
しそうに聞き入っていました。また、会場いっぱいに響き渡る大迫
力のオペラも聞くことができました。
　会場が一体となる素敵な巡回小劇場になりました。東京サロンシ
ンフォニーオーケストラキャラバン隊の皆様、本当にありがとうござ
いました。

住民視察研修会
2022.8.30　赤井川村内

　今回の研修ではあったべや牛舎、キロロコンドミニアム、落合ダム、
新幹線二ッ森トンネル工事現場、郷土資料館、小学校跡地、水田
跡地、温泉試験掘削現場等を見学しました。落合ダムでは、普段
は立ち入ることができない「監査廊」を歩いて渡ることができまし
た。新幹線二ッ森トンネル明治工区では、担当者から最新の工法
など、専門的な説明をしていただきました。見学中は工事作業を中
断し、トンネル内はヘルメットを着用するなどの安全に配慮してい
ただきました。
　参加者は村内の史跡、各種施設、事業の進捗状況を研修し、「ふ
るさと赤井川村のよさ」を再確認する機会となりました。
　研修に御協力いただいた各施設の皆様、本当にありがとうござ
いました。

Topics

温泉の掘削がはじまりました
2022.9.13　村体育館

　広報８月号でお知らせした「エネルギー構造転換に関する調査」
の一環である赤井川カルデラ温泉での調査井掘削ですが、９月13日
（火）倶知安保健所による調査地点の確認を終え、同日より掘削が
開始されました。
　周辺住民の皆さんへご迷惑がかからないよう工事には配慮してお
りますが、気になる点等がありましたら下記の担当までご連絡くだ
さい。
■産業課産業係　℡３４－６２１１
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保
健
福
祉
課
保
健
係
保
健
師

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

　

mailfukushi1@
akaigaw

a.com

　

現
在
、
日
本
人
の
２
人
に
１

人
は
一
生
の
う
ち
に
何
ら
か
の

が
ん
に
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
が
ん
は
、
す
べ
て
の
人

に
と
っ
て
身
近
な
病
気
で
す
。

「
大
腸
が
ん
」
は
、
大
腸
に
発

生
す
る
が
ん
で
、
が
ん
の
罹
患

数
の
順
位
は
総
数
１
位
、
男
性

２
位
、
女
性
２
位
で
す
。（
国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
統

計
）

　

大
腸
が
ん
は
、
早
期
発
見
し

治
療
す
れ
ば
治
る
病
気
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
初

期
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
な
い

こ
と
が
多
く
、
自
覚
症
状
が
現

れ
て
か
ら
で
は
進
行
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　

早
期
発
見
の
た
め
、
ま
ず
は

手
軽
な
便
潜
血
検
査
（
大
腸
が

ん
検
査
）
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

村
で
は
４
月
ま
た
は
10
月
に
受

け
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。

　

便
が
大
腸
の
が
ん
が
あ
る
部

分
を
通
過
す
る
と
、
便
と
組
織

が
擦
れ
て
出
血
し
ま
す
。
便
を

２
日
分
採
取
し
、
便
の
中
に
血

液
が
混
じ
っ
て
い
る
か
ど
う
か

を
調
べ
る
検
査
で
す
。
２
日
間

の
便
潜
血
検
査
で
い
ず
れ
か
１

回
で
も
「
陽
性
」
と
判
定
さ
れ

た
場
合
は
、
大
腸
が
ん
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
放

置
せ
ず
に
、
早
め
に
精
密
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

大
腸
が
ん
は
40
代
以
降
に
リ

ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。
村
の

大
腸
が
ん
検
診
は
40
歳
、
45
歳
、

50
歳
、
55
歳
、
60
歳
の
方
は
無

料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
方
に
は
が
ん
検
診

の
ご
案
内
に
て
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

　

美
味
し
い
旬
の
食
材
が
豊
富

に
と
れ
る
秋
は
「
食
欲
の
秋
」

と
も
言
わ
れ
、
つ
い
食
べ
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
す
。
健
診
後
に
お

話
を
伺
う
と
、
実
は
美
味
し
く

て
つ
い
食
べ
過
ぎ
て
い
た
…
と

い
う
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

■
食
べ
過
ぎ
を
予
防
す
る
た
め
に

○
ゆ
っ
く
り
食
事
を
す
る

　

満
腹
感
は
、
血
液
中
の
血
糖

　

値
が
上
昇
し
満
腹
中
枢
が
刺

　

激
さ
れ
る
こ
と
で
得
ら
れ
、

　

食
事
を
始
め
て
か
ら
15
～
20

　

分
ほ
ど
か
か
る
と
い
わ
れ
て

　

い
ま
す
。
早
食
い
を
す
る
と

　

満
腹
感
を
得
ら
れ
に
く
い
た

　

め
食
べ
過
ぎ
や
す
く
な
り
ま

　

す
。
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け

　

て
食
事
す
る
こ
と
で
、
少
量

　

で
も
満
腹
感
を
得
ら
れ
や
す

　

く
な
り
ま
す
。

○
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

　

よ
く
噛
む
こ
と
は
満
腹
中
枢

　

の
刺
激
に
繋
が
り
ま
す
。
ま

　

た
、
一
口
あ
た
り
の
噛
む
回

　

数
が
多
く
な
る
こ
と
で
、
早

　

食
い
を
防
ぎ
ま
す
。
一
口
30

　

回
を
目
安
に
、
ま
ず
は
５
回

　

多
く
噛
む
よ
う
意
識
し
て
み

　

ま
し
ょ
う
。

○
食
器
を
小
さ
く
す
る

　

大
き
な
お
皿
で
食
事
を
し
て

　

い
る
と
、
つ
い
食
べ
過
ぎ
て

　

し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
な
い

　

で
し
ょ
う
か
。
料
理
を
盛
り

　

付
け
る
量
は
同
じ
で
も
、
お

　

皿
が
小
さ
い
方
が
満
腹
感
を

　

得
や
す
い
と
い
う
研
究
報
告

　

が
あ
り
ま
す
。
デ
ル
ブ
ー
フ

　

錯
視
と
い
い
、
料
理
の
量
は

　

同
じ
で
も
、
大
き
な
お
皿
と

　

小
さ
な
お
皿
に
盛
り
つ
け
る

　

の
で
は
量
が
変
わ
っ
て
見
え

　

る
の
で
す
。
左
の
図
の
右
側

　

の
赤
い
円
の
方
が
大
き
く
見

　

え
ま
せ
ん
か
？

　

　肌寒く感じることが多くなってきました。10月
は住民健診・がん検診がありますのでお申し込み
いただいた方は問診票・健康保険証を忘れずに受
診してください。

「
大
腸
が
ん
」っ
て

ど
ん
な
病
気
？

　

巡
回
児
童
相
談
で
は
、
18
歳

未
満
の
お
子
様
の
「
成
長
・
発

達
・
健
康
状
態
」
に
つ
い
て
、

親
子
で
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

　

当
日
ま
で
村
の
保
健
師
が
サ

ポ
ー
ト
し
、
児
童
福
祉
司
と
心

理
判
定
員
に
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、

○
子
ど
も
の
し
つ
け
の
こ
と
で

　

困
っ
て
い
る

○
子
ど
も
が
お
友
だ
ち
と
遊
べ

　

な
い

○
心
や
か
ら
だ
の
発
達
に
心
配

　

が
あ
る　
　
　
　
　
　

な
ど

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
の
ほ
か
、

中
学
生
・
高
校
生
も
対
象
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
気

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

■
開
催
予
定
日

　

11
月
29
日
（
火
）

※
開
催
場
所
（
余
市
町
ま
た
は

　

赤
井
川
村
の
い
ず
れ
か
）・

　

相
談
時
間
は
、
申
込
み
人
数

　

に
よ
り
決
ま
り
ま
す
の
で
調

　

整
の
の
ち
、
お
知
ら
せ
い
た

　

し
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

10
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
次
の

担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
福
祉
係

食
べ
過
ぎ
注
意

令
和
4
年
11
月
巡
回

児
童
相
談
の
お
申
込
み

※実は左右の赤い円の大き
　さは同じです。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
の
た
め
受
講
制
限
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予

約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
優
良
運
転
者
講
習
（
30
分
）

　
10
月
６
日
（
木
）
午
後
３
時
30
分

　
10
月
24
日
（
月
）
午
後
３
時
30
分

■
一
般
運
転
者
講
習（
１
時
間
）

　

10
月
19
日
（
水
）
午
後
１
時

■
違
反
運
転
者
当
講
習（
２
時
間
）

　

10
月
６
日
（
木
）
午
後
１
時

　

10
月
24
日
（
月
）
午
後
１
時

■
初
回
講
習
（
２
時
間
）

　

10
月
６
日
（
木
）
午
後
１
時

　

10
月
24
日
（
月
）
午
後
１
時

※
会
場
は
全
て
余
市
町
中
央
公

　

民
館
で
す
。

※
該
当
す
る
講
習
を
ご
確
認
の

　

上
、
警
察
署
等
で
更
新
手
続

　

き
後
、
受
講
願
い
ま
す
。

※
「
優
良
運
転
者
」
は
過
去
５

　

年
間
違
反
な
し
、「
一
般
運

　

転
者
」
は
過
去
５
年
間
で
軽

　

微
な
違
反
が
１
回
の
み
、「
初

　

回
講
習
」
は
運
転
免
許
を
取

　

得
し
て
５
年
未
満
、
そ
れ
以

　

外
は
「
違
反
運
転
者
等
」
講

　

習
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
り

　

ま
す
。

運
転
免
許
更
新
時
講
習

　

ま
し
ょ
う
。

○
フ
ン
や
足
跡
、
食
べ
た
跡
を

　

見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
引
き

　

返
し
ま
し
ょ
う
。

○
ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し
た
場
合
は
、

　

慌
て
ず
騒
が
ず
、
持
ち
物
の

　

回
収
は
せ
ず
、
静
か
に
立
ち

　

去
り
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
電
話
は
要
注
意
！

だ
ま
し
の
キ
ー
ワ
ー
ド

■
預
貯
金
詐
欺

○
犯
人
が
通
帳
を
持
っ
て
い
た

○
口
座
が
悪
用
さ
れ
て
い
る

■
オ
レ
オ
レ
詐
欺

○
鞄
を
な
く
し
た

○
風
邪
で
喉
の
調
子
が
悪
い

○
携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た

○
女
性
を
妊
娠
さ
せ
た

■
架
空
請
求
詐
欺

○
未
納
料
金
が
あ
る

○
名
義
貸
し
は
違
法

○
電
子
マ
ネ
ー
を
買
っ
て

○
民
事
裁
判
に
な
る

■
還
付
金
詐
欺

○
医
療
費
の
還
付
金

○
コ
ン
ビ
ニ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て

　
　
　
　

↓

　

こ
の
よ
う
な
詐
欺
電
話
が
き

た
ら
、「
＃
９
１
１
０
」
へ
お
電

話
く
だ
さ
い
。

余市警察署赤井川駐在所　　℡ 34-6110
北後志消防組合赤井川支署　℡ 34-6033

　

10
月
15
日
か
ら
10
月
31
日
ま

で
全
道
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
日
増

し
に
朝
夕
の
寒
さ
が
厳
し
く

な
り
、
採
暖
の
季
節
を
迎
え
ま

し
た
。
暖
房
器
具
を
使
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
火
災
が
多
発

す
る
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　

悲
惨
な
焼
死
事
故
を
防
ぎ
、

貴
重
な
財
産
を
守
る
た
め
火

の
取
扱
い
に
は
充
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
こ
の
期
間
中
に
、

防
火
宣
伝
を
実
施
し
防
火
思
想

の
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

令
和
４
年
度　

全
国
統
一
防
火
標
語

お
出
か
け
は

マ
ス
ク
戸
締
り　

火
の
用
心

■
ス
ト
ー
ブ
火
災
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
ス
ト
ー

　

ブ
等
の
暖
房
器
具
を
使
用
す

　

る
季
節
と
な
り
ま
す
。ち
ょ

　

っ
と
し
た
油
断
や
不
注
意

　

で
火
災
に
な
っ
て
し
ま
う

　

の
で
、
充
分
注
意
し
ま
し
ょ

　

う
。

○
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
や
、

　

物
が
落
下
す
る
恐
れ
の
あ

　

る
所
で
は
使
用
し
な
い
。

○
給
油
す
る
時
や
持
ち
運
ぶ
時

　

は
、必
ず
火
を
消
す
。

○
外
出
す
る
時
や
就
寝
時
は
火

　

を
消
す
。

　

薄
暮
時
間
帯
（
夕
方
の
薄
暗

い
時
間
帯
）
は
、
目
の
細
胞
の

働
き
が
低
下
し
て
見
る
能
力
が

落
ち
、
車
や
人
の
発
見
が
遅
れ

て
し
ま
い
、
事
故
の
危
険
性
が

高
ま
り
ま
す
。

■
運
転
手
の
方
は
、

○
早
目
の
ラ
イ
ト
点
灯

○
歩
行
者
に
十
分
注
意

○
油
断
せ
ず
、
速
度
を
落
と
し

　

て
慎
重
に
運
転

■
歩
行
者
の
方
は
、

○
夜
光
反
射
材
を
身
に
つ
け
る

○
無
理
な
横
断
は
し
な
い

○
横
断
歩
道
を
渡
る
よ
う
に
す
る

な
ど
を
し
て
、
相
手
を
み
つ
け

や
す
い
よ
う
に
、
相
手
か
ら
み

つ
け
て
も
ら
い
や
す
い
よ
う
に

相
手
の
事
を
考
え
た
思
い
や
り

の
あ
る
通
行
を
し
て
、
事
故
防

止
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

○
複
数
で
行
動
し
、
ク
マ
鈴
や

　

ラ
ジ
オ
の
音
で
人
の
存
在
を

　

知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

○
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
等
に
気

　

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
残
飯
な
ど
の
味
を
覚
え
る
と

　

繰
り
返
し
出
没
す
る
よ
う
に

　

な
り
ま
す
。
処
理
に
注
意
し

全
道
秋
の
火
災

予
防
運
動
実
施
余
市
警
察
署
だ
よ
り

薄
暮
時
間
帯
の
事
故
防
止

ヒ
グ
マ
と
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

特
殊
詐
欺
に
注
意
！
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ゴ
ル
フ
場

成　

績

【
男
子
の
部
】

▽
優
勝　

打
矢　

民
次
（
余
市
町
）

　
　
　
　

ス
コ
ア
100

▽
２
位　

大
崎　

一
幸
（
小
樽
市
）

　
　
　
　
ス
コ
ア
104

▽
３
位　

吾
孫
子
三
郎
（
岩
内
町
）

　
　
　
　
ス
コ
ア
105

▽
４
位　

内
田　

純
一
（
余
市
町
）

　
　
　
　
ス
コ
ア
106

▽
５
位　

佐
藤　

敏
昭（
神
恵
内
村
）

　
　
　
　
ス
コ
ア
106

【
女
子
の
部
】

▽
優
勝　

日
野　

悦
子
（
仁
木
町
）

　
　
　
　

ス
コ
ア
102

▽
２
位　

内
田　

孝
子
（
余
市
町
）

　
　
　
　

ス
コ
ア
107

▽
３
位　

西　

よ
り
子（
俱
知
安
町
）

　
　
　
　

ス
コ
ア
112

▽
４
位　

佐
藤
加
奈
子（
神
恵
内
村
）

　
　
　
　

ス
コ
ア
114

▽
５
位　

打
矢　

恵
子
（
余
市
町
）

　
　
　
　

ス
コ
ア
116

第
９
回
後
志
小
学
校
駅
伝
競
走

大
会

と　

き　

９
月
３
日

と
こ
ろ　

岩
内
運
動
公
園

成　

績

【
男
子
の
部
】

▽
３
位　

キ
ロ
ロ
レ
ー
シ
ン
グ

　
　
　
　
（
長
谷
川
稜
、
塚
原

　
　
　
　

勘
吉
、
木
村
心
平
、

　
　
　
　

小
山
海
砂
輝
、
馬
場

　
　
　
　

琥
太
郎
）

第
26
回
赤
井
川
郵
便
局
長
杯
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

と　

き　

９
月
10
日

と
こ
ろ　

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
場

成　

績

▽
優
勝　

坂
本　

恭
文

　
　
　
　
ス
コ
ア
103
ハ
ン
デ
13
計
116

▽
２
位　

富
樫　
　

護

　
　
　
　
ス
コ
ア
105
ハ
ン
デ
11
計
116

▽
３
位　

今
城　
　

豪

　
　
　
　
ス
コ
ア
106
ハ
ン
デ
10
計
116

▽
４
位　

湯
澤　

幸
敏

　
　
　
　
ス
コ
ア
112
ハ
ン
デ
７
計
119

▽
５
位　

白
石　

五
美

　
　
　
　
ス
コ
ア
111
ハ
ン
デ
９
計
120

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

だ
て
歴
史
の
杜
２
０
２
２
キ
ッ

ズ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

と　

き　

７
月
18
日

と
こ
ろ　

だ
て
歴
史
の
杜

成　

績

【
キ
ッ
ズ
Ｂ
男
性
の
部
】

▽
３
位　

馬
場
琥
太
郎

第
26
回
赤
井
川
村
カ
ル
デ
ラ
太

鼓
保
存
会
長
杯

と　

き　

８
月
13
日

と
こ
ろ　

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
場

成　

績

▽
優
勝　

安
達　

正
樹

　
　
　
　
ス
コ
ア
114
ハ
ン
デ
７
計
121

▽
２
位　

上
枝
美
喜
夫

　
　
　
　
ス
コ
ア
112
ハ
ン
デ
10
計
122

▽
３
位　

釣
賀　

謙
一

　
　
　
　
ス
コ
ア
118
ハ
ン
デ
４
計
122

▽
４
位　

白
石　

五
美

　
　
　
　
ス
コ
ア
114
ハ
ン
デ
９
計
123

▽
５
位　

大
西　

敏
典

　
　
　
　
ス
コ
ア
114
ハ
ン
デ
９
計
123

第
７
回
カ
ル
デ
ラ
カ
ッ
プ
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会

と　

き　

８
月
28
日

と
こ
ろ　

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

各
種
大
会
の
結
果

　

８
月
～
９
月
に
か
け
て
、
北

海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
院

循
環
共
生
シ
ス
テ
ム
研
究
室

の
嶋
村
さ
ん
が
村
内
在
住
の

皆
さ
ま
に
ご
依
頼
し
ま
し
た
、

二
酸
化
炭
素
排
出
量
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
に
ご
回
答
い
た
だ

い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
現
在
集

計
中
で
す
の
で
、
整
理
が
で

き
ま
し
た
ら
広
報
あ
か
い
が

わ
等
で
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。

　

村
内
事
業
者
の
皆
さ
ま
、
農

業
者
の
皆
さ
ま
、
住
民
の
皆
さ

ま
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
調

査
は
、
現
在
赤
井
川
村
で
取
り

組
ん
で
い
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

ビ
レ
ッ
ジ
構
想
に
も
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
他
、
こ
の
機

会
に
省
エ
ネ
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
心
を
寄
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

７
月
下
旬
に
住
民
の
皆
さ

ま
（
５
月
１
日
現
在
で
赤
井
川

村
に
住
民
票
が
あ
る
方
に
限
り

ま
す
）
お
一
人
に
つ
き
１
冊
お

送
り
し
た
「
赤
井
川
村
地
域
農

畜
産
物
地
産
地
消
応
援
ク
ー
ポ

ン
（
以
下
応
援
ク
ー
ポ
ン
）」
は
、

村
内
の
店
舗
や
農
産
物
直
売
所

な
ど
事
前
登
録
さ
れ
た
事
業
者

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

使
用
期
限
は
令
和
４
年
12
月

31
日
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
積
極
的

に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

利
用
可
能
事
業
者
の
追
加
等

の
お
知
ら
せ
は
赤
井
川
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

地
産
地
消
応
援
ク
ー
ポ
ン
を

ご
利
用
く
だ
さ
い※利用可能事業者にはこの認定証があり

　ます。
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農
業
者
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
実
施
し
た
、
農
作
物
作
付
面

積
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
作
付
面
積
上
位
10
作
物

に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

　

村
で
は
今
後
も
統
計
調
査
の
一
環
と
し
て
、
本
調
査
を
継
続
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農
作
物
作
付
面
積
調
査
結
果

順位
令和４年度 平成２４年度

作物名 作物名面積（ha） 面積（ha）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

参考

水稲

南瓜

馬鈴薯

アスパラ

蕎麦

ブロッコリー

スイートコーン

ミニトマト

ブルーベリー

大豆

調査総面積

１３７．３０

４３．４２

２４．１２

２０．９５

１３．７８

１１．１５

１０．８２

５．８５

５．３０

５．１８

４１４．６７

水稲

南瓜

馬鈴薯

ブロッコリー

スイートコーン

小豆

アスパラ

大豆

ミニトマト

メロン

調査総面積

１５２．１６

８０．３９

３８．９２

１６．６４

１４．３０

１２．２１

１１．２８

５．３３

３．０４

２．９０

３５７．３２

※順位からは飼料作物・緑肥作物・家畜を除く、（調査総面積には含む）
　

農
業
用
廃
プ
ラ
、
ビ
ニ
ー
ル

類
は
『
産
業
廃
棄
物
』
で
あ
り

適
正
な
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
が
必

要
で
す
。

　

今
年
も
、
次
の
日
程
で
リ
サ

イ
ク
ル
回
収
を
行
い
ま
す
の
で

農
業
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
回
収
日
時

　

11
月
７
日
（
月
）

　

午
前
８
時
～
午
後
３
時
ま
で

　

11
月
８
日
（
火
）

　

午
前
８
時
か
ら
正
午
ま
で

■
回
収
場
所

　

旧
Ｊ
Ａ
新
お
た
る
赤
井
川
事

　

業
所
敷
地
内

■
留
意
事
項

①
分
別
の
徹
底
を
お
願
い
致
し

　

ま
す
。

　

ポ
リ
マ
ル
チ
、
Ｐ
Ｏ
フ
ィ
ル

　

ム
、
ビ
ニ
ー
ル
（
ハ
ウ
ス
バ

　

ン
ド
等
で
固
定
ま
た
は
、
小

　

さ
く
切
断
し
て
く
だ
さ
い
。）、

　

そ
の
他
（
肥
料
袋
、
ポ
リ
鉢
、

　

セ
ル
ト
レ
ー
等
）

②
細
か
い
物
は
、
風
で
飛
ば
な

　

い
よ
う
に
ハ
ウ
ス
バ
ン
ド
等

　

で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

③
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
に
ポ
リ
類
、

　

ビ
ニ
ー
ル
類
を
詰
め
て
の
受

　

入
は
行
い
ま
せ
ん
。
フ
レ
コ

　

ン
バ
ッ
ク
に
は
リ
サ
イ
ク
ル

　

処
理
す
る
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク

　

の
み
を
入
れ
て
搬
入
し
て
く

　

だ
さ
い
。

④
排
出
量
の
計
測
を
行
い
ま
す

　

の
で
、
当
日
は
係
員
の
指
示

　

に
従
う
よ
う
お
願
い
い
た
し

　

ま
す
。

⑤
回
収
は
農
業
者
の
方
の
み
に

　

限
り
ま
す
。
一
般
の
方
の
持

　

ち
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
ご
不
明
な
点
に
つ
き

　

ま
し
て
は
、
左
記
に
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｊ
Ａ
新
お
た
る
本
所
営
農
経

　

済
部
営
農
課

　

℡
０
１
３
５

－

３
２

－

２
５
２
５

農
業
用
廃
プ
ラ
回
収

◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

　高齢者がいなくなったことに気づいたら
　すぐに余市警察署へご連絡ください

 「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてください。

Tel　０１３５―２２―０１１０



11 広報あかいがわ　2022.10.1

INFORMATION

　

要
が
あ
り
ま
す
。

○
売
手
が
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付

　

す
る
場
合
は
、
登
録
番
号
の

　

記
載
が
必
要
で
あ
り
、
登
録

　

番
号
を
取
得
す
る
た
め
に
は

　

登
録
申
請
手
続
が
必
要
で
す
。

■
登
録
申
請
手
続　

○
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
る

　

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
登

　

録
を
受
け
る
に
は
、
原
則
、

　

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に

　

登
録
申
請
書
を
提
出
す
る
必

　

要
が
あ
り
ま
す
。

※
期
限
間
近
に
は
申
請
が
集
中

　

し
、
処
理
に
一
定
の
時
間
を

　

要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
を
予
定
さ
れ
て
い
る
事

　

業
者
の
方
は
早
期
提
出
に
ご

　

協
力
く
だ
さ
い
。

■
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
・

　

登
録
申
請
相
談
会
の
ご
案
内

○
税
務
署
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス

　

制
度
の
概
要
を
説
明
す
る「
イ

　

ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
」
や

　

登
録
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方

　

へ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利

　

用
し
た
登
録
申
請
手
続
を
説

　

明
す
る「
登
録
申
請
相
談
会
」

　

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

○
詳
細
は
、
札
幌
国
税
局
Ｈ
Ｐ

　

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◇
札
幌
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

↓
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

　

度
説
明
会
・
登
録
申
請
相
談

　

会
○
消
費
税
の
基
本
的
な
仕
組
み

　

か
ら
理
解
さ
れ
た
い
方
向
け

　

の
「
イ
ン
ボ
イ
ス
説
明
会
」

　

も
開
催
し
て
い
ま
す
！

○
国
税
庁
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
説

　

明
会
を
開
催
中
！

※
説
明
会
の
模
様
は
、
Ｙ
о
ｕ

　

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
い

　

つ
で
も
視
聴
可
能
で
す
。

◆
開
催
月
日
／
８
月
26
日

◆
会
議
案
件

◇
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決

　

定
に
つ
い
て

◇
現
況
証
明
願
い
に
つ
い
て

◇
農
作
物
作
況
調
査
の
実
施
に

　
つ
い
て

　

９
月
９
日
（
金
）、
今
年
の

農
作
物
の
作
付
け
状
況
を
調
査

す
る
た
め
、
農
業
委
員
会
主
催

の
作
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

村
、
農
協
、
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
か
ら
も
参
加
さ
れ
、

村
内
の
水
田
や
畑
の
巡
回
を
行

い
、
作
物
の
状
況
を
調
査
す
る

と
と
も
に
農
地
利
用
状
況
調
査

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
28
回

（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
や
遊
休

農
地
の
発
生
状
況
の
確
認
も
併

せ
て
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
作
付
け
状
況
は
、

苗
を
植
え
始
め
た
直
後
に
一
部

の
地
域
で
強
烈
な
霜
が
降
り
て

し
ま
い
、
そ
の
後
の
生
育
に
悪

影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

例
年
並
み
の
収
穫
が
見
込
ま
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
台
風

や
温
帯
低
気
圧
に
よ
り
、
農
作

物
や
ハ
ウ
ス
等
施
設
に
被
害
が

及
ぶ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
限
り
の
災
害
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用
希

望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る

方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地

の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◇
受
付
件
数 

売
渡
希
望　

９
件

 

買
受
希
望　

２
件

 

（
令
和
４
年
９
月
13
日
現
在
）

◇
適
正
な
農
地
利
活
用
に
つ
い
て

　

農
地
は
、
食
料
を
生
産
す
る

た
め
に
重
要
な
土
地
の
一
つ
で

す
。
農
地
で
の
危
険
な
行
為
や

農
作
物
の
盗
難
等
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

お

知

ら

せ

左
記
の
と
お
り
、

第
３
期
の
集
合
徴
収
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

　

10
月
31
日
（
月
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

◆
対
象
地
区

　

都
・
曲
川
・
明
治
・
落
合
・

　

常
盤
地
区

◆
場
所　

都
住
民
セ
ン
タ
ー

※
対
象
地
区
以
外
の
方
も
納
付

　

で
き
ま
す
。

※
税
以
外
の
公
共
料
金
も
納
付

　

で
き
ま
す
。

　

集
合
徴
収
を
ご
利
用
予
定
の

方
で
開
場
時
間
中
に
来
場
が
困

難
な
場
合
は
、
当
日
午
前
10
時

ま
で
に
住
民
課
税
務
係
ま
で
ご

連
絡
頂
け
ま
し
た
ら
、
開
場
時

間
外
で
の
戸
別
訪
問
に
よ
り
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は

○
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
、
令

　

和
５
年
10
月
１
日
か
ら
始
ま

　

る
消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除

　

の
方
式
で
す
。

○
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
お
い
て

　

は
、
買
手
は
消
費
税
の
仕
入

　

税
額
控
除
の
た
め
に
、
原
則

　

と
し
て
、
売
手
が
交
付
す
る

　

イ
ン
ボ
イ
ス
を
保
存
す
る
必

村
税
等
の
集
合
徴
収

の
お
知
ら
せ
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お知らせ伝言板

年　金　だ　よ　り

　簡単な手続きを一度すると、以降は自動的に口座振替が継続
されます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口座振替で月々納付の場合は、当月分の保険料を翌月末
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に納めることになっています。当月分の保険料をその月に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　納める「早割制度」を申し込むと、１月あたり50円（年間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　600円）の割引になります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　早割制度を申し込むと、最初の２ヶ月分をまとめて納め、
　　　まずは申し込みをする金融機関を決め、手続きに必要な　　　以後は当月分の保険料を納めていただくことになります。
ものを準備します。
■口座振替の　　■手続きに必要なもの
　できるところ　〇国民年金保険料口座振替納付（変更）申請書
〇銀行　　　　　　（金融機関にもあります）
〇郵便局　　　　〇預(貯)金通帳
〇農協　〇漁協　〇通帳届出印
〇信用組合　　　〇保険料納付書
〇信用金庫　　　　（年金手帳など基礎年金番号のわかるものでも可）
〇労働金庫

　　　国民年金保険料口座振替納付（変更）申請書をお持ちの
人はあらかじめ書いておくこともできます。お持ちでない方は
金融機関で必要事項をご記入ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口座振替で６ヶ月分や1年分、2年分などの保険料を前納
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すると、前納の割引と口座振替の早割制度がどちらも適用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　になり、もっともお得な納付方法となります。

　　　口座振替の開始は申込みの１～２ケ月後となります。　　　　※詳しくは小樽年金事務所（℡0134-65-5003）までお問
開始前の月分の保険料は納付書で納めてください。　　　　　　　　　い合わせください。

必要なものを準備します

※現在口座振替で納付している人が早割制度をご希望の場
　合は改めて申し込みが必要です。

手続きの手順

ちょっとお得な「早割制度」

前納制度を利用すればさらにお得

手続き完了！

お得な早割制度が
登場！

国民年金の口座振替
手続きは簡単です

1

2

3

書類を窓口に提出します

保険料が口座から引き落とされます

４月 ６月 ７月５月
通常の納付

毎月前納を
始める場合

３月分を納付　４月分を納付　５月分を納付

↑↑↑

↑ ↑↑

３・４月分を　５月分を納付　６月分を納付
納付

　申し込みに締切について　　　　　　　　　　　　前納による口座振替を申し込んだ方へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口座振替日について

★口座振替のお申込にあたっての注意★

　前納による口座振替をお申し込みの場合、引き落とし月ま
での保険料は、手続きが済み次第、毎月納付の口座振替と
なります。

　口座引き落
としの前々月
末までにお申
し込みくださ
い。

　口座振替の引き落としは月末です。ただし、月末が休日の
場合は、毎月納付は翌営業日、前納は直前の営業日となります。

２月
４月から毎月納付する場合例

３月 ５月４月

例 ４～９月分の６ヶ月分、または１年分、２年分を前納する場合

３月２月 ４月～９月または、翌年、翌々年３月

口座振替
開始

前納額を
引き落とし

２月末日まで
に申し込み

２月末日まで
に申し込み

北
海
道
原
子
力

防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ

　

令
和
４
年
度
北
海
道
原
子
力

防
災
訓
練
を
次
の
通
り
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

訓
練
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
10
月
1
日
の
区
会
回
覧

で
北
海
道
原
子
力
防
災
訓
練
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
全
戸
配
布
す
る

予
定
で
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
実
施
日
時

　

10
月
31
日
（
月
）
午
前
９
時
～

■
実
施
日
時

　

泊
発
電
所
周
辺
13
町
村
及
び

　

北
海
道

■
実
施
日
時

◇
災
害
対
策
本
部

◇
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
（
Ｏ

　

Ｆ
Ｃ
）
運
営
訓
練

◇
広
報
訓
練

◇
緊
急
時
通
信
訓
練

◇
緊
急
時
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ

　

リ
ン
グ
訓
練

◇
原
子
力
災
害
医
療
活
動
訓
練

◇
物
資
緊
急
輸
送
訓
練　

な
ど

※
今
年
度
赤
井
川
村
で
は
住
民

　

避
難
訓
練
は
予
定
し
て
お
り

　

ま
せ
ん
。
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こ
の
よ
う
な
相
談
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

〇
道
路
が
デ
コ
ボ
コ
に
な
っ
て

　

い
て
通
行
に
支
障
が
あ
る

〇
道
路
の
案
内
標
識
が
わ
か
り

　

に
く
い

〇
登
記
や
年
金
に
つ
い
て
聞
き

　

た
い
こ
と
が
あ
る

〇
ど
こ
の
役
所
に
相
談
し
た
ら

　

よ
い
か
分
か
ら
な
い

　

行
政
相
談
員
は
、
あ
な
た
と

行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
で
す

〇
特
設
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
委
員
が
、
住
民
の

皆
様
か
ら
の
行
政
に
対
す
る
苦

情
や
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
お

聞
き
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
開
設
日
時

　

10
月
18
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
開
設
場
所

　

赤
井
川
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　

ン
タ
ー

　

相
談
は
、
行
政
相
談
所
以
外

で
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
困
っ

て
い
る
こ
と
、
ご
意
見
・
ご
要

望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
行
政
相
談
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

当
村
の
行
政
相
談
員
は
、
伊

藤
幸
夫
さ
ん
（
赤
井
川
村
字
赤

井
川
3
１
４
番
地
１
／
℡
３
４

－

６
７
５
７
）
で
す
。

　

総
務
省
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

き
く
み
み
函
館
で
も
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す

　
「
行
政
苦
情
１
１
０
番
」（
℡

０
５
７
０

－

０
９
０
１
１
０
）

ま
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

10
月
１
日
（
土
）
か
ら
7
日

（
金
）
ま
で
の
公
証
週
間
期
間

中
、
日
本
公
証
人
連
合
会
本
部

に
お
い
て
、
電
話
に
よ
る
無
料

公
証
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

公
証
人
が
皆
様
の
疑
問
、
質

問
等
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
遺
言
、
任
意
後
見
、

尊
厳
死
宣
言
、
家
庭
内
信
託
、

離
婚
、
そ
の
他
契
約
一
般
の
公

正
証
書
の
御
相
談
、
会
社
定
款

の
認
定
等
の
ご
質
問
な
ど
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
開
催
日
時

　

10
月
1
日（
土
）～
7
日（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

■
特
設
専
用
電
話
番
号

　

℡
０
３

－

３
５
０
２

－

８
２
３
９

■
そ
の
他

　

小
樽
公
証
役
場
に
お
い
て
も
、

　

本
年
の
「
公
証
週
間
」
期
間

　

中
の
10
月
１
日
（
土
）
の
午

　

前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で（
た

　

だ
し
、昼
休
み
時
間
を
除
く
）

　
『
休
日
無
料
電
話
相
談
（
予

　

約
制
）』
を
実
施
し
ま
す
の

　

で
、
左
記
ま
で
、
お
気
軽
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

小
樽
市
色
内
１
丁
目
９
番
１
号

　

松
田
ビ
ル
１
階

　

小
樽
公
証
役
場

　

公
証
人　

羽
澤　

勝
夫

　

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

４
５
３
０

　

９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま

で
は「
秋
さ
け
密
漁
防
止
月
間
」

で
す
。

　

北
海
道
も
９
月
に
入
り
、
秋

の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
る
と

北
海
道
の
沿
岸
域
に
は
多
く
の

秋
サ
ケ
が
来
遊
し
、
産
卵
の
た

め
に
河
川
に
遡
上
す
る
姿
が
季

節
の
風
物
詩
と
し
て
、
よ
く
見

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
秋
サ
ケ
の
来
遊
と

と
も
に
、
秋
サ
ケ
の
採
捕
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
河
口
付
近
等
の

海
面
や
、
内
水
面
で
の
密
漁
は

毎
年
後
を
絶
た
ず
、
取
締
機
関

に
よ
る
検
挙
者
も
多
数
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
北
海
道
で
は
９

月
１
日
～
10
月
31
日
ま
で
を

「
秋
さ
け
密
漁
防
止
月
間
」
と

定
め
、
密
漁
の
未
然
防
止
の
た

め
の
啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も

に
、
取
締
機
関
や
民
間
団
体
等

と
連
携
し
な
が
ら
、
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
や
指
導
取
締
り
等
の
活

動
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

秋
サ
ケ
資
源
の
保
護
と
密
漁
の

撲
滅
に
向
け
た
取
組
み
に
ご
理

解
い
た
だ
く
と
と
も
に
密
漁
者

を
見
つ
け
た
場
合
に
は
、
最
寄

り
の
警
察
署
や
（
総
合
）
振
興

局
水
産
課
、
漁
協
に
連
絡
を
し

て
い
た
だ
く
な
ど
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ケ
の
引
っ
掛
け
釣

り
の
情
報
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
引
っ
掛
け
釣
り
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
絶

対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
こ
れ
に
違
反
し
て
採
捕
し
た

　

サ
ケ
・
マ
ス
（
卵
を
含
む
。）

　

又
は
そ
の
製
品
は
、
所
持
し
、

　

又
は
販
売
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

○
河
口
付
近
等
の
海
面
や
内
水

　

面
に
お
い
て
、
サ
ケ
・
マ
ス

　

を
採
捕
す
る
こ
と
は
禁
止
さ

　

れ
て
お
り
ま
す
。

○
違
反
し
た
者
は
そ
の
内
容
に

　

応
じ
、
最
高
で
懲
役
３
年
以

　

下･

罰
金
３
０
０
万
円
以
下

　

の
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
令
和
２
年
12
月
１
日
付
け
の

　

改
正
漁
業
法
の
施
行
に
よ
り
、

　

懲
役
３
年
以
下･

罰
金
３
０
０

　

万
円
以
下
の
罰
則
に
引
き
上

　

げ
ら
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
チ
ェ
ッ
ク
！最

低
賃
金
。

　

北
海
道
内
の
事
業
場
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
（
会
社

員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
の

方
、
学
生
さ
ん
な
ど
働
く
全
て

の
人
）
及
び
そ
の
使
用
者
に
適

用
さ
れ
る
北
海
道
最
低
賃
金
が

次
の
と
お
り
改
訂
さ
れ
ま
す
。

◆
時
間
額
９
２
０
円

　

効
力
発
生
年
月
日

　
　

令
和
４
年
10
月
２
日

　

最
低
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手

当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、

臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
及
び

時
間
外
割
増
賃
金
は
算
入
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を

支
払
わ
な
い
場
合
は
、
最
低
賃

金
法
違
反
と
し
て
処
罰
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
定
の
産
業
（「
処
理
牛
乳
・

乳
飲
料
、
乳
製
品
、
糖
類
製
造

業
」、「
鋼
鉄
業
」、「
電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気

機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器

具
製
造
業
」、「
船
舶
造
船
・
修

理
業
、
船
体
ブ
ロ
ッ
ク
製
造

業
」）
で
働
く
方
に
は
北
海
道

の
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
小
樽
労
働
基
準
監
督
署

　

℡
０
１
３
４

－

３
３

－

７
６
５
１

公

証

週

間

無
料
電
話
相
談
会

行
政
相
談
週
間
で
す

10
月
17
日
（
月
）～
23
日
（
日
）
は　

秋
さ
け
密
漁
防
止
月
間

北
海
道
最
低
賃
金
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お知らせ伝言板

秋
か
ら
冬
に

向
け
て
の
注
意
点

　

９
月
中
旬
頃
か
ら
北
海
道
の

高
い
山
で
は
紅
葉
が
始
ま
り
、

10
月
下
旬
に
は
、
初
霜
や
初
氷
、

初
雪
が
観
測
さ
れ
る
季
節
の
変

わ
り
目
と
な
り
ま
す
。
こ
の
時

期
は
天
気
や
気
温
な
ど
の
変
化

が
大
き
く
、
天
気
も
雨
や
雪
、

み
ぞ
れ
な
ど
様
々
な
こ
と
が
起

き
る
の
で
、
次
の
よ
う
な
思
わ

ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
体
調
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
！

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
日

　

中
は
暖
か
く
て
も
朝
晩
の
冷

　

え
込
み
が
激
し
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
ご
と
の
気
温
差
も

　

大
き
い
の
で
、
体
調
を
崩
し

　

て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
体
調

　

管
理
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
山
登
り
で
遭
難

　

山
々
で
は
一
足
先
に
冬
が
訪

　

れ
て
い
ま
す
。
標
高
１
，
５

　

０
０
ｍ
付
近
で
も
、
10
月
下

　

旬
に
も
な
れ
ば
気
温
が
０
℃

　

を
下
回
る
日
が
多
く
な
り
、

　

山
頂
付
近
で
は
普
通
に
雪
が

　

積
も
り
ま
す
。
登
山
の
装
備

　

品
と
し
て
の
ス
マ
ホ
や
携
帯

　

電
話
の
電
池
は
消
耗
が
早
く

　

な
り
ま
す
。
そ
の
他
の
防
寒

　

対
策
を
十
分
に
行
い
、
悪
天

　

が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
計
画

　

を
中
止
す
る
勇
気
を
も
ち
ま

　

し
ょ
う
。

■
ド
ラ
イ
ブ
中
に
思
わ
ぬ
雪
！

　

北
海
道
で
は
最
低
気
温
の
平

　

年
値
が
10
月
下
旬
に
は
既
に

　

３
℃
を
下
回
る
と
こ
ろ
が
出

　

て
き
ま
す
。
峠
や
山
間
部
で

　

は
気
温
が
も
っ
と
低
く
な
っ

　

て
お
り
、
雨
で
も
降
る
と
路

　

面
が
凍
っ
て
滑
り
や
す
く
な

　

り
ま
す
。
特
に
遠
出
を
す
る

　

方
は
早
め
に
冬
タ
イ
ヤ
へ
の

　

交
換
を
す
る
ほ
う
が
良
い
で

　

し
ょ
う
。

　

気
象
台
で
は
、
冬
季
に
入
り

　

峠
や
山
間
部
が
初
め
て
積
雪

　

状
態
に
な
る
と
予
想
し
た
場

　

合
や
平
地
で
初
め
て
積
雪
状

　

態
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

　

る
場
合
に
は
気
象
情
報
を
発

　

表
し
て
注
意
を
呼
び
か
け
ま

　

す
の
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

気
象
台
の
発
表
す
る
警
報
・

注
意
報
だ
け
で
な
く
、
日
頃

の
天
気
番
組
や
ニ
ュ
ー
ス
、
週

間
予
報
な
ど
の
情
報
を
利
用
し
、

行
動
計
画
を
検
討
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
管
区
気
象
台
防
災
調
査
課

　

℡
０
１
１

－

６
１
１

－

６
１
４
９

地域おこし協力隊通信 第５号
　赤井川村の夏はとても過ごしやすい毎日でした。
　日差しの照りつける昼間でもへとへとになるような暑さはなく、運動をするにはちょうど良いと感
じられる陽気でした。特に印象的だったのは夕方以降の時間で、昼間の暑さとはうってかわって涼し
い風が吹いて時々長袖が必要だと感じるくらいでした。それでも熱帯夜のない夏の夜はとても気持ち
よくてチリチリゲコゲコと鳴く生き物の声は心地よかったです。ただ、夜中に「ギャー」というアオ
サギの声を聞いたときは驚かされました。
　春先からは朝日が昇るのが本当に早くて、朝の３時ごろにはすでにぼんやりと明るく、４時ごろに
はほとんど朝の状態になっているので「もしかして寝過ごしたのか」とドキドキすることが度々あり
ました。山に囲まれている状態でこれならば、山が無ければ一体どれくらい早いのだろうと今も気に
なっています。

　ある日のこと、自然に囲まれた地域ならではの体験をしました。
　自宅を出ると何かが網戸に張り付き動いていて、なんだろうと思い見てみると立派なオスのカブト
ムシがいました。もじもじと網戸の目に引っかかる脚を何とか動かし上を目指して登っていたのです。
野生のカブトムシを見るのはおそらく初めての経験で、何気なく家の網戸に張り付いている光景はと
ても不思議でした。それ以外にも大きなアゴのクワガタやメスのカブトムシを道端に見かけることが
できて、本来であれば山奥に探しに行かないと見られないような昆虫が探さなくても向こうからやっ
て来ることが面白かったです。

　お盆前までは日差しも強くてこれからが夏本番といった陽気だったのに、お盆を過ぎてからはハッ
キリと気温が下がっていくのが感じられました。特に夕方以降の涼しさは長袖を必要とするくらいで、
日に日に気温が下がっていくため９月に入ってもいないのにあっという間に夏が過ぎ去ったように思
えました。
　夏が終わってしまうことは寂しく感じられますが、これから先に待っているのは収穫の秋です。日
に日に肌寒くなっていくことは物悲しくもありますが、今は何より秋の味覚と出会えることを楽しみ
にしています。

阿比留　凪
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INFORMATION

■お問い合わせ
　ほくでんネットワークセンター　余市ネットワークセンター
　℡０１２０－０６－０５９３（音声ガイダンス「５」を選択してください）
　受付時間：平日午前９時～午後５時まで（土・日・祝日、年末年始、５月１日を除く）
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お知らせ伝言板

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇ 

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇ 

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇ 

測
定
時
間
／
10
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

午
前
９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月

14
日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※ 

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w
w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※ 

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇ 

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　

月
の
前
半
の
天
気
は
数
日
の

周
期
で
変
わ
る
で
し
ょ
う
。
ま

10
月
の
気
象
情
報

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

た
、
後
半
は
平
年
と
同
様
に
曇

り
や
雨
の
日
が
多
い
で
し
ょ
う
。

◇
気
温

－

高
50
％
・
平
30
％
・

　

低
20
％

◇
降
水
量

－

高
30
％
・
平
40
％
・

　

低
30
％

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2022.8.16 0.067 くもり
8.19 0.051 晴れ
8.23 0.056 くもり
8.26 0.050 晴れ
8.30 0.052 くもり
9.2 0.046 晴れ
9.6 0.054 雨
9.9 0.047 晴れ
9.13 0.051 晴れ

※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

自
衛
官
募
集

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女

子
）・
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
生
徒
（
一
般
・
推
薦
）・

貸
費
学
生
・
医
科
・
歯
科
幹
部

を
募
集
し
ま
す
。

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

小
樽
事
務
所
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を

万
全
に
し
て
説
明
会
を
随
時
行

っ
て
お
り
ま
す
。

※
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹

　

候
補
生
の
採
用
年
齢
が
18
歳

　

以
上
33
歳
未
満
に
改
正
さ
れ

　

ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２

－

22

－

４

　

樽
石
ビ
ル
2
Ｆ

　

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

◇
後
志
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
（
８
月
24
日
）

　

後
志
町
村
議
会
議
員
を
対
象

と
し
た
研
修
会
が
岩
内
町
地
方

文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
３
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
約
３
０
０
名
近
い

議
員
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。『
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
考
え
る
』
を

テ
ー
マ
に
佐
々
木
総
合
法
律
事

務
所
の
山
田
敬
之
弁
護
士
を
講

師
に
招
き
、
近
年
発
生
し
た
裁

判
や
弁
護
士
本
人
が
案
件
と
し

た
議
会
や
行
政
の
パ
ワ
ハ
ラ
裁

判
等
に
つ
い
て
実
例
に
よ
り
説

明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
が
職
員
に
行
う
も
の
に

限
ら
ず
、
住
民
か
ら
議
員
へ
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
例
や
、
特
に

近
年
は
女
性
議
員
が
増
え
て
き

た
こ
と
も
あ
り
議
会
内
外
の
性

差
別
の
増
加
な
ど
、
個
人
の
性

格
や
容
姿
、
体
型
な
ど
を
批
判
、

非
難
す
る
言
動
や
行
動
に
は
充

分
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
、
一
議

員
と
し
て
の
規
律
を
よ
り
正
す

こ
と
が
全
体
と
し
て
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

◇
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
勉
強
会

　
（
９
月
７
日
）

　

近
年
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
※
と
い

う
用
語
が
世
間
で
も
よ
く
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

議
会
で
は
、
議
会
の
都
度
に
使

用
す
る
膨
大
な
資
料
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
化
し
、
紙
の
資
源
確

保
や
コ
ス
ト
削
減
を
目
的
と
し

た
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
検
討
す

る
た
め
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

最
新
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
、

実
際
に
ど
の
よ
う
な
閲
覧
に
な

る
の
か
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
導

入
・
維
持
コ
ス
ト
は
ど
の
く
ら

い
な
の
か
な
ど
を
質
問
し
、
今

後
も
そ
の
内
容
や
課
題
に
つ
い

て
継
続
し
て
協
議
し
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

※
Ｄ
Ｘ
…
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

　

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
略
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
た
生

　

活
や
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
の

　

変
革
。

赤井川村
議会からの
お知らせ

ペーパーレス勉強会の様子
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INFORMATION

人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 ９９９ ２４ １，０２３ △１０

男 ５０６ １２ ５１８ △３

女 ４９３ １２ ５０５ △７

世帯数 ５２１ ２０ ５４５ △４

※令和４年８月31日現在

住
民
の
ま
ど

 〈
８
月
15
日
～
９
月
14
日
届
出
〉

こ
の
期
間
戸
籍
の
届
出
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

　

　

　

　

　

村
長
の
う
ご
き

 

〈
８
月
15
日
～
９
月
14
日
〉

（
８
月
）

17
日
◇
後
志
総
合
振
興
局
子
ど

　
　
　

も
子
育
て
部
長
・
環
境

　
　
　

部
長
来
庁
／
字
赤
井
川

21
日
◇
第
10
回
メ
ー
プ
ル
街
道

　
　
　

３
９
３
も
み
じ
祭
（
第

　
　
　

１
日
程
）／
字
都

22
日
◇
赤
井
川
村
議
会
協
議
会

　
　
　

／
字
赤
井
川

23
日
◇
余
市
町
長
選
挙
出
陣
式

　
　
　

／
余
市
町

　
　

◇
小
樽
開
発
建
設
部
道
路

　
　
　

計
画
課
長
来
庁
／
字
赤

　
　
　

井
川

　
　

◇
後
志
地
域
づ
く
り
連
携

　
　
　

会
議
／
積
丹
町

　
　

◇
広
域
連
携
推
進
検
討
会

　
　
　

議
／
積
丹
町

24
日
◇
宮
坂
建
設
地
域
貢
貢
献

　
　
　

申
し
出
来
庁
／
字
赤
井

　
　
　

川

　
　

◇
北
海
道
新
聞
小
樽
支
社

　
　
　

報
道
部
記
者
異
動
挨
拶

　
　
　

来
庁
取
材
／
字
赤
井
川

25
日
◇
自
動
散
水
機
実
演
会
／

　
　
　

字
赤
井
川

27
日
◇
ふ
れ
あ
い
の
森
森
林
整

　
　
　

備
活
動
参
加
／
字
日
ノ

　
　
　

出

28
日
◇
第
７
回
カ
ル
デ
ラ
カ
ッ

　
　
　

プ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　

／
字
都

29
日
◇
後
志
総
合
振
興
局
地
域

　
　
　

創
生
部
主
幹
来
庁
／
字

　
　
　

赤
井
川

　
　

◇
北
後
志
消
防
組
合
管
理

　
　
　

者
選
任
町
村
長
会
議
／

　
　
　

余
市
町

30
日
◇
住
民
視
察
研
修
／
赤
井

　
　
　

川
村
内

31
日
◇
も
み
じ
祭
実
行
委
員
会

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
道
の
駅
あ
か
い
が
わ
活

　
　
　

性
化
協
議
会
／
字
赤
井

　
　
　

川

（
９
月
）

１
日
◇
白
樺
会
理
事
長
来
庁
／

　
　
　

字
赤
井
川

　
　

◇
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
地
域

　
　
　

課
題
懇
談
／
字
赤
井
川

２
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

　
　

◇
北
海
道
経
済
産
業
局
次

　
　
　

長
来
庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
自
由
民
主
党
北
海
道
第

　
　
　

４
選
挙
区
要
望
会
／
余

　
　
　

市
町

５
日
◇
北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処

　
　
　

理
広
域
連
合
長
選
挙
・

　
　
　

会
議
／
倶
知
安
町

７
日
◇
後
志
広
域
連
合
事
務
局

　
　
　

長
来
庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
赤
井
川
村
議
会
議
員
勉

　
　
　

強
会
／
字
赤
井
川

８
日
◇
敬
老
会
／
字
赤
井
川

９
日
◇
農
業
委
員
会
作
況
調
査

　
　
　

／
赤
井
川
村
内

10
日
◇
鈴
木
直
道
政
経
セ
ミ
ナ

　
　
　

ー
／
札
幌
市

11
日
◇
第
10
回
メ
ー
プ
ル
街
道

　
　
　

３
９
３
も
み
じ
祭
（
第

　
　
　

２
日
程
）／
字
都

13
日
◇
赤
井
川
村
議
会
第
３
回

　
　
　

定
例
会
／
字
赤
井
川
／

　
　
　

～
14
日

４
日
◇
土
木
業
務
検
定

５
日
◇
選
挙
管
理
員
会

　
　

◇
地
域
づ
く
り
総
合
交
付

　
　
　

金
ヒ
ア
リ
ン
グ

８
日
◇
も
み
じ
祭
実
行
委
員
会

９
日
◇
水
道
下
水
道
検
定

10
日
◇
土
木
工
事
入
札

19
日
◇
教
頭
会
議

　
　

◇
校
長
・
教
頭
合
同
会
議

22
日
◇
議
会
協
議
会

23
日
◇
教
育
委
員
会
議

26
日
◇
第
28
回
農
業
委
員
会
総
会

31
日
◇
道
の
駅
活
性
化
協
議
会

■
日
時

　

10
月
19
日
（
水
）

　

午
後
1
時
か
ら
午
後
４
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市

　

町
大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

■今月の表紙
　今月の表紙は、住民視察研修会からの
１枚です。
　北海道新幹線建設工事の現場を見学し
た際の様子です。見学した各施設では担当
の方より説明をいただき、本文にもあります
が「ふるさと赤井川村のよさ」を実感した１
日になったのではないでしょうか？

む
ら
の
日
誌（
８
月
）

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設
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■早いもので、もう10月です。初雪も降る季節になりましたね。早
いものです（２回目）。つい最近、黄金色の稲穂の写真を撮ったと
思ったのですが…。
　紙面でも触れていますが、朝晩の冷え込みが厳しい季節になって
きました。気温差で疲れがでて、体調に変化がでやすくなります。
風邪などひかないようお気をつけください。（K）
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赤井川村写真館～赤井川の四季～

キロロレーシング駅伝大会３位入賞！
撮影：馬場智子　場所：岩内運動公園　撮影日：2022年9月3日

　※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集しています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物などの写真を広報あかいがわに掲載してみませんか？掲載したいまたはしても良いとい
　う方がおられましたら、役場総務課企画地域振興係までご連絡ください。なお、写真はプリント、データどちらでもかまいません
　が、2300×1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった中から内部で審査を行い掲載していきます。掲載希望がない場合は広報
　担当及び役場職員が撮影した写真やその他情報を掲載していきます。あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみませんか？

広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきます。
皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動の話
題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙面の
都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努力し
てまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していますの
で、メール又は郵送でお寄せください。

広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ提
供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。


